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　　　　　　海を渡る鳥は、波間を漂う流木に憩うという。離婚　　それは旅の半ばの一つの出来事。

　　　　　　新たな旅立ちをした女たちはいま手をとり合い、女であるがゆえの偏見と差別に向きあう。

　　　　　　ハンド・イン・ハンドは、生きやすい社会をめざし支えあう女たちの、流木である。
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［9歳の女の子が書いた本］
雌霧懇

●「どんなことがあったって、いつも“いいこと”をさがす

ようにしょうよ」「悲しい時は聞くたびに笑っちゃうおもし

ろいことばを声に出して言ってみて」これらの言葉は、リビ

ー・ 梶[スというイギリスに暮らす9歳の女の子が書いた

「トIAPPYをさがしてあるこう」（メイツ出版／2006年10月

刊）にあるものです。両親の離婚を経験し、辛くて悲しいこ

とがたぶん沢山あったのだと思うのに、そんなことは一切

書いてなくて、人を元気づける言葉がつまっています。

●大人だけでなく、子どもの自殺も多い時代ですが、誰も

がHAPPYを探せたら、そういう余裕が持てたら、多くの人

が生きやすくなるのにと思います。でも、ちつちゃな

HAPPYを見つけることって意外なほど難しいんですよね。

　昔、そう20年も前のこと、2、3歳だった娘が、真剣な顔

で私の顔をのぞきこんで、そしてニコッとして「ママ、笑っ

てごらん」と言ったことがありました。自分では気づかな

いほど毎日、暗い厳しい顔をしていたことにハッとしたこ

とを覚えています。

●私が翻訳した本に「子どもが書いた離婚の本」があります。

原題は“THE　KIDS’BOOK　OF　DIVORCE　BY，　FOR　AND

ABOUT　KIDS”というもので、アメリカは東部、マサチュー

セッツ州の小学校の、親の別居、離婚で傷ついた子どもた

ちが、自分たちを元気づけるために取材して書いたもので、

子どもたちが家庭内の不和でどんなに心を痛めているか、

また別居や離婚からなかなか立ち直れないでいるかがよく

わかります。1980年代初頭の本で、アメリカでは親の別居

や離婚に巻き込まれる子どもたちのための本が心理学者等

によってずいぶん出ていましたが、子どもたちは、どの大

人の本も自分たちの本当の気持を表していないと立ち上が

って作ったものだったんです。

●日本では、子どもにまだまだ焦点が当たっていなくて、

離婚は子どもにとってかわいそうだからと、離婚を阻止す

る要素としてしか考えられていない時代が続き、子どもの

ケアは手つかずでした。そこで小規模ながら、子どもにと

ってどういうケアが必要か調査を開始し、子どものための

離婚プログラムを編み出したのです。それを本にまとめて

いた時に、娘が「ママ、笑ってごらん」と。子どものための

本を書きながら、暗い顔をしていたなんて情けないですね。

でも、その娘の言葉で生き返った思いで、そうだ、私もい

つも楽しいことを見つけなくっちゃ、こんなかわいい子が

し、るのに暗い顔していちゃいけない、HAPPYをさがして歩

こうと思ったのでした。

　子どもの力ってすごいですよね。皆さんも、子どもに助

けられた経験をきっと沢山お持ちじゃないでしょうか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円より子）
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ぺbウ法に学ぶ教育的介護と自立支援

　長年、日本の住宅問題に取り組んできた中で、この頃感じているのは「なんでもバリアフリーに

するのはほんとうにょいことなの？」ということです。狭いバリアフリーの家の中で、ほとんど動か

ずに閉じこもっていると人間の機能は衰える一方。楽をしていたら身体はどんどん悪くなるのは

あたりまえで、動けるうちは少々の段差に気をつけながら生活する方が、人間の能力がいつまでも

維持できるのではない挑すぐに車椅子に乗せてしまうのは、一見本人のためのようですが、実は

機能を回復するチャンスを奪っているのではないかと思っていました。

　これからの高齢化社会では、みんな何かしらの障害を持つようになるでしょう。その

ときに寝たきりでケアされるのではなく、介護や医療の現場で、人間の尊厳を大切
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　病毒、．
にする全人的なアプローチで機能や能力を引き出してもらえたら、老後に明るい展　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　購望が開けるのではない出そういう意味でも、能力を引き出す教育的介護というペト

ウ法についてのお話を聞けて、たいへん勇気が湧いてきました。
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加藤みどり（ケアマネジャー・介護福祉士）

●「ペトウ法」との出会い

　「ペトウ法」というのは、初めて耳にする方がほとんど

だと思います。ハンガリーで生まれた、運動機能障害を

持つ人たちの自立を援助する教育学で、ペトウ・アンド

ラーシュ（1893－1967）という医師が第二次大戦前か

ら構想を温め、戦後、呼唱となったビルの地下室で始

めたものです。その内容をお話しする前に、私と「ぺト

ウ法」との出会いについて、簡単な自己紹介をさせてい

ただきます。

　私はいまケアマネジャーとして働いていますが、もと

もと福祉や介護畑を歩んできたわけではなく、大学で

は国際関係学科で学びフランス語を専攻していました。

その学生時代に、いまの私につながる二つのできごと

があったんですね。一つは、春休みに、フランスを中心

にヨーロッパを回ったときのことです。英語とフランス

語ができれば、ヨーロッパではだいたい用が足りるん

ですが、ハンガリーに入ったとたんに言葉が通じなくな

ったんです。でも人々は真心で接してくれました。今度

はぜひ言葉を交わしたいという思いから、帰国後、ハン

ガリー語を学び始めました。もう一つは、祖父が亡く

　　　　豪

なって、お香典返しの代わりに近くの重症心身障害者

の施設に寄付をさせて頂いたときのこと。施設長が

「中もご窪ください」とおっしゃるので、何の気なしに入

ってみたんです。すると、重い障害のある方々がオムツ

をあてられ床を濡らしたまま寝かされていたり、終日ボ

ーつと過ごしている方が大勢いらして……障害を持って

生まれると、こういう生き方しかないのかと、強いショ

ックを受けました。いまから考えると、それは、ただ生

命を維持されているだけに過ぎなかったんですが、他

に方法はないのかと大きな疑問が私の中に残りまし

た。でも、その時点では将来、福祉や介護に関わるよ

うになろうとは思ってもいませんでした。

　卒業後、給費留学生としてハンガリーに渡って教育

全般を勉強し、ハン：ガリーに留まって通訳の仕事をする

ようになりました。ある日、日本人グループが視察に来

るというので通訳を頼まれたんですが、その視察先が

ペトウ研究所。小高い丘をバックに緑に囲まれた白い

建物は前を通るたびに気にかかっていて、いったい何の

研究所かしらと思っていたのですが、通訳として初めて

中に入ってみたら、脳性麻痺の人、脳卒中で片麻痺にな

った人、パーキンソン病のようにだんだん身体の硬直
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が進行していく人、脊髄の損傷で身体に障害が残った

人などが、リハビリをしている施設だったんです。

　でも、私が見た日本の施設とは違い、声や活気に満

ち溢れています。障害者の施設らしからぬ長い階段が

正面玄関まで続いていて、当時の私にはバリアに思え

たのですが、設計士にわざわざ注文して作ったものだ

そうで、運動機能障害のある利用者が一問をかけて上

り下りしていました。その風景に、ちょっとしたカルチ

ャーショックを受けまして、ペトウ研究所付属の教育機

関でペトウ・システムを学ぼうと決意しました。4年制

の国立大学で、実践で学ぶ臨床教育が中心です。ハン

ガリーで結婚していたため、無料で授業を受けることが

できました。ハンガリーが離婚大国だからというわけ

ではありませんが、後に離婚して子どもを連れて日本

に帰ってきましたが、ハンガリーでの最大の収穫は夫な

んかじゃありません（笑）、このペトウ法ですよ。その後

も文献の翻訳などに携わっていますから、日本で一番、

情報を持っているのは私だと自負しています。

　今回は時間も短いので、次の3つのポイントに絞って

お話いたしますね。

●自立とは何か

最初に、ペトウ法とは運動機能障害を持つ人たちの

自立を援助する教育学であると説明しました。では、

この「自立」とは何でしょうか。

　ペトウ法で言う自立とは、年齢相応に、いまいる社会

に適応できることを言います。6、7歳になったら小学校

へ行けるような身の回りのことが自分でできたり座っ

て話が聞けること、もっと年齢が進めば就労できるとか、

家庭内の家事がこなせるとかがこれにあたります。も

し私たちが狩猟社会に生きているとしたら狩りができ

ること、農耕民族なら耕作できること、いまの日本社会

だったら車を運転できるとか、パソコンが使えるとか、

文字が読めるとかが必要なわけです。

　運動機能障害があるというのは、運動機能が社会に

適応するためにうまく発揮されていない状態を言いま

す。手や足などが十分に機能せず、手が使えないから

コップを持ったり着替えたりができない、足が動かない

から移動できない、ロにマヒがあるから言葉が喋れな

いなど、生活する上で必要な用が足せないわけです。

単純に言えば、この機能できない状態を機能する状態

に変えていけばいい。それが自立して生きるというこ

とにつながるわけです。

　いま日本の介護保険でもさかんに自立支援と言われ

ていますが、ペトウ法から学ぶところは大きいと思いま

す。足りない機能を代行する傾向の強い介護は、潜在

．・・． ｡大椅子で進む■・・…　……………・・…・………・……・……　…．
：　　ペトウ法では車椅子を否定はしない

：が、少しでも歩ける可能性がある人に

：　は、自分の足で移動する方法を教える。

：　そのときに使うのが木製の大椅子。高

：　さMmくらいで、背もたれは板ではな

：　く、円柱状の桟が等問隔に水平に、床

：　まで8本渡してある。

：　　まず、大椅子の桟を両手で握って立

　つことを教える。親指と他の指とが反：
　対方向から桟を握る。手首の関節が甲
：
　側に曲がらなければ、桟から手が外れ
：てしまう．手関節が正しい形をとれば、

：　肘関節も伸びやすく、膝関節も伸びや

：　すくなる。立つという姿勢ひとつをと

：　っても、上肢と下肢は互いの機能を補

：　い合うように協調するのだ。桟を握り、

：　かかとを床につけて、きちんと立てた

：　ら、次は大椅子を少し前に押し出すよ

：　うに指示すると、手は身体から大椅子

：　を遠ざけようとするため肘はさらに伸

　びる。肘を伸ばすことができるように：
　なることは、日常生活動作の幅を広げ
：
　ることに大いに役に立つ。
：

　大椅子を押しながらリズミカルに歩

く子どもは、たとえば次のように声を

出しながら前進している。「押します」

「いち、に」「手を叩きます」「押します」

「いち、に」「手を叩きます」。こ

うして少しずつ大椅子を両手で

前に押し、一歩ずつ立ち止まっ

て姿勢を整えながら、行きたい

場所を目指すのだ。 嚢露
，tt，，，，，，．llli’‘ikS”pm

D．．，

【参考：『教育的介護のすすめ一ぺトウ　：

法に学ぶ自立支援一』加藤みどり・著、：

ヘルス・システム研究所・発行（pm　03一：

3556－4053）、2，625円（本体価格十日）】：
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的な能力を潰して、結果として自立のチャンスを奪うよ

うに思えます。

●アプローチしだいで人間は変わる

　機能はファンクション（function）と言いますから、機

能しない・生活の上で用がたせないことはディスファン

クション（dysfunction）、用がたせることをオートファン

クション（orthofunction）と言います。ペトウ法の場合

は、この二つの問にはっきりとした線引きをしません。

この人は障害者だから、ディスファンクションの代行を

してあげようという発想ではないわけです。

　すべてのディスファンクションはオートファンクショ

ンに変わっていくという、非常に大きな方向性を信じて

アプローチするから、機能しなかったものが機能するよ

うになって行く。ペトウ法の思想は「変わっていく」とい

うところにあります。

　たとえば、手が屈曲しているためにコップも持てな

い、ズボンも脱げない人が、腕を伸ばすことを学ぶこと

で、だんだんそれができるようになっていく。用がたせ

ない状態から用がたせる状態に変わるように、教えて

いくわけです。日本のように最初から寝かせたきりで、

この人の障害はこれ以上はよくならないから単に介護

するだけとか、片麻痺のリハビリにしても、麻痺した側

の機能回復は無理だから残った側を使って生活できる

ようにという訓練を180日だけで終わってハイさよな

ら、というのではありません。オートファンクションの

方向へ必ず変わって行くんだというのが、アプローチ

の底に流れている大きな思想なんです。

　私たちのお腹、体脂肪も訓練によってどんどん無く

なって行くでしょう？（笑）変化しないように思える硬

い骨だって、歳をとってホルモンが出なくなると壊れる

方向に向くし、カルシウムを補うことである程度は丈夫

になったり、状況によって変化します。神経系も然りな

んです。麻痺した部分も適切な条件の下で動かし方を

学習していきます。生命は環境に適応することで存続

してきました。ディスファンクションの人々の適応力も

例外ではありません。だからこそ教育的な環境を整え

る意義があるのです。

●教育によって、自分の意志で動き、
　能動的に生きる力を復活させる

　ペトウ法は、正式名称をconductive　pedagogyとし、

います。Pedagogy二教育。つまり、治療法ではなく教

育学です。

　身体の機能の教育というのは、外国語の教育と非常

によく似ています。たとえばロシア語ができなければ、

ロシア語を話す環境下で、私たちは失語症になり、新

しくロシア語の教育を受けなければなりません。その

ときに、文法や発音記号が大事になってくるんですね。

文法がわかれば文章の組み立てがわかって応用がきく

ようになるし、発音記号がわかれば辞書さえ引けばす

べての単語を発音できて、自分で自分を教えることが

できるようになる。そういう自己教育ができることが、

外国語を習得するには早道なんです。

　たとえば片麻痺で、腕の関節が曲がり、足が伸びた

まま硬直していたら、腕を伸ばす、足を曲げる、という

のがひとつの文法になる。それを日常生活で意味のあ

る動作に応用すれば学んだことが定着していきます。

この応用動作を日常生活のあらゆる場面で適用する日

課を組み立てます。幼児なら遊びの中で、学校の授業

でも椅子に座ったら「かかとはちゃんと床についている

か」と座位を確認し、「両手を机に乗せて指をしっかり

伸ばして」から字を書く練習をし、わかったら「必ず手

を上げて」、発表は「前まで歩いてきて」と、とにかく正

しいかたちで動くよう促す。その中で、正しく座る・立

つ・歩く・書くなどを学んでいきます。

　ここで重要なのは、単に運動動作を教えているわけ

ではなく、「自分の意志を持つこと」を教えているという

ことです。単なる歩行の方便で椅子を押すのではなく、

自分は椅子を押す、そのときに肘を伸ばす、自分で左足

に体重をかける、右足を前に出す……これら一連の動

作すべてを、自分の頭で自分の手足に言語を使って命

令して行う。ですから、最終的には介護者とかセラピス

トがいなくても、学んだ文法から自分で動けるように

応用力をつけていくことができる。結局、自分で手足

を動かす意志を持つということが、自分の人生をどう

生きるかという意志を作ることにつながっていくわけ

です。

　つまり、ペトウ法は、椅子などの単純な道具の扱いを

通じて自分の手足の使い方を教え、自分の意志があれ

ば運動機能は自分でコントロールできることを教えて、

結果的にはアクティブなパーソナリティを形成していく

教育法だということができます。

●日本の介護福祉の今後に向けて

　いまの日本の状況は、介護もリハビリ訓練と同様に

技術が中心で、こちらから対象者に直接的・物理的に、

一方的に働きかける場面が多いのです。また、介護、リ

ハビリ、医療の現場が分断されていて、対象者をパーソ

ナリティをもつひとりの人間として捉えてサポートする

視点に欠けています。ペトウ法の思想をもとに、介護と

医療が連携する共通の言語を創り、高齢者や障害者が

ひとりの人望として真の意味で自立できるシステムを

創りたい、そのために活動して行きたいと思っています。
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「アンケート調査」と「請願署名」に
●●も事b．、訂．，

鐸∫ ご協力ありがとうございました
　前号でご協力をお願いした「母子世帯の生活の変化

調査」への回答と「児童扶養手当の減額を最小限にす

ることを求める請願」への署名を送っていただき、あ

りがとうございました。

　アンケート調査については、ハンドの皆様からは

117通の回答があり、他の母子家庭当事者団体と合わ

せて475通の回答がありました。請願署名は、85枚、

320名でした。回答いただいた調査票は、現在、藤原

千紗（岩手大学助教授）さんら研究チームが集計、分析

中です。

　その中間結果によると、「母子家庭となった理由」は、

「離別」79％、「別居」10％、「非婚」8％、「死別」2％で

した。厚生労働省の全国母子世帯等調査では「別居ケ

ース」というカテゴリーでのデータがなく、児童扶養

手当や医療費の補助等、福祉サービスが受けられない

別居ケースの生活の厳しい実態もこの調査からは得ら

れ、政策提言に活かせるのではと思います。

　回答者の年齢は40代が49％、30代が41％と続き、

平均年齢は39．8歳でした。実家に帰らず、母親と子の

みで生活している世帯は73％で、1世帯平均1．7人の子

どもを持ち、その41％は現在も養育費を受け取ってい

ますが、約半数は養育費の額が減っています。児童扶

養手当も74％が受給しています。母子世帯になった当

初より所得が上がっているものの、食費や住居費、医

療費、そして特に教育費は75％が「増えている」と答

えていて、家計支出の増加で、現在の生活の暮らし感

が厳しくなっている実態が現れています。

　次号に詳しい報告を掲載する予定です。

　ご協力いただいた方で希望された方には、謝礼と研

究チームからの報告書をお送りいたします。

　請願署名は、まだまだ集めています。何万人と集ま

れば大きな声になります。国会に要請していければと

思っていますので、知人、友人等、多くの方々に署名

をいただいて下さい。引き続きご協力お願いします。

※署名用紙は、事務局へお問い合わせ下さい。
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》《豪計簿公開淑
鳩．慧．与ノ儒疑讐紹瀞　繁調駕謝嘉

第160号　宮城県1・Yさん
［同居の家族〕

私61歳（専業主婦）
夫　　68歳（会社経営）

［別居の家族〕

義甲　40歳（会社員・夫と小6の娘）

実娘　38歳（会社経営・独身）

実息子34歳（会社員・独身）

《家計簿内訳・2006年9月分》

＝1度目の結婚に破綻の兆し。

言葉のDV（？）から逃れたい…

（なし）

★収入★

0円

　　　　　★支出★
食費（外食含む）　　　120，000円

交通費（東京往復含む）　70，000円

医療費　　　　　　　30，000円

交際・娯楽費　　　　　30，000円

美容院・被服費　　　　50，000円

雑費　　　　　　　　10，000円

合　計 310，000円

醗薩藻謝
　　　　　　　　　衛

◎最初の結婚は16年で破綻

　14年前に47歳で再婚し、現在61
歳です。前夫とは22歳で結婚して神

奈川に住んでいましたが、38歳のと

きに離婚。経済観念が乏しく、趣味

の車やバイクに湯水のようにお金を

つぎ込む人で、女性関係もあったよう

で数日は連絡もなく家を空け、それ

が耐えられなくなって、当時、中学3

年の娘と小学校5年の息子を連れて

仙台の実家に帰ったのです。実家で

は母が年金で細々と1人暮らしてお
り、金銭的余裕はまったくなかったた

め、すぐにパートでもなんでもよいか

らと仕事を探しました。それまで働

いた経験はありませんでしたが、幸い

にも小さな工務店に就職が決まり、お

給料は安かったのですが、簡単な経

理事務を教えてもらいながら働き始

めたのです。

　離婚後2年たった頃、中学生になっ

た息子が地元の不良グループと付合

い始め、女親の手にはおえなくなった

ので、前夫に引き取ってもらいました。

もともと父親っ子でしたし、前夫もま

た実家に戻って祖父母と同居してい

るため、生活面でも安心してまかせら

れると思ったからです。前夫は8年前

に亡くなり、そのとき私はすでに再婚

していましたが、息子はとうに成人し

て働いておりましたので、心配してお

りません。

　娘の方はしっかりした子で、高校を

卒業後、大手企業の地元支社に就職

できました。女3人世帯の収入も安定

し、やれやれと思った矢先に母が脳

梗塞で倒れましたが、後遺症は軽くて

なんとか身の回りのことはできる程

度には回復。でも、その頃から軽い

ボケが始まって、これからどうなるの

だろう、と落ち込みがちだった頃に、

熱心にプロポーズしてくれる人が現

れたのです。

◎望まれて、母も一緒に再婚

　以前から好意を寄せてくれている
のは感じてはいたのですが、まさかと

思っていたのが本音です。勤め先の

社長で、私が勤め始めて3年後に奥様

と死別し、それから5年を経ての突然

の結婚の申し込みでした。毎日のよ

うに車で送ってくれ、プレゼント攻勢

が続きました。でも、他の社員の手前

があるため会社では居心地が悪く、

年頃の娘に対しても少々きまり悪く、

なにより46歳という更年期の症状も

出始めていた自分の年齢に「いまさら

結婚なんて」ととまどい、また、介護の

必要な母の存在も頭から離れません
でした。

　決め手は、母も一緒に面倒を見る、

と言ってくれたことでした。久々に女

性として見られた嬉しさもありました

し、経済的に楽になるという打算が頭

の隅で働いたことも否定できません。

彼は私のはっきりとした返事を待た

ぬまま、母の介護が楽にできるように

と家の改装も始めていました。彼の

娘は結婚して家を出ていましたし、私

の娘も「自分が独立するきっかけにな

墨・

る」と再婚に賛成してくれ、突然の結

婚申し込みから1年後、47歳と54歳

の新郎新婦となって、72歳の私の母

と3人で新生活を始めました。娘は夫

との養子縁組はせずに、それを機に

近くのアパートで1人暮らしを始めま
した。

◎経済的余裕を手に入れて…

　結婚後は母の介護をしながら、週

に数日、会社に通って引き続き経理を

担当し、役員という名目で、それまで

をはるかに上回るお給料をいただき

始めました。高額のお給料には家族

の食費が含まれている、というのが夫

の考え方。現金で生活費こそ渡され

ませんでしたが、食費のほかの水道

光熱費や新聞代、配達される牛乳代

などまで、すべて夫や会社の半座から

の引き落としでしたし、母の介護費用

は母の年金や貯蓄でまかなえました

ので、自分や娘のために着物をあつ

らえたりする余裕もできました。それ

まで、つましく暮らしてきた反動で、

かなり身の回りのことにお金を使う

ようになりましたが、夫は私が身奇麗

にしているぶんには機嫌がよく、母に

も優しく接してくれ、まずまず平穏な

毎日が続いていました。痴呆が進行

する母が時に悩みの種ではありまし

たが、6年前に他界。時期を同じくし

て、娘は会社を辞めて上京し、今では

長年の夢だったというブティックを臣

等し、女社長となりました。

　娘は忙しいらしくてほとんど帰郷

せず、30歳半ばをとうに過ぎても結

婚していないのが心配ですが、母子

家庭でも曲がらずに育って立派に自

立しており、これ以上何かを望むのは

贅沢かもしれない、と娘へのグチは

呑み込んでいます。

◎義娘が原因で夫が変わった

　そんな生活に3年ほど前から影が

差し始めました。義理の娘が子育て

が一段楽し、夫の会社の社員になっ

たのです。キツイ性格の義娘は社員

ともぶつかることが多く、閤に立って

しんどい思いをすることが増えまし

た。何よりも問題は夫に、私に関す

るあることないことを毎日のように吹
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1

レ』
き込んで、夫がそれを信じたことです。

「いい歳をして会社に出入りする男性に

色目を使う」とか「お父さんの財産を湯

水のように使っている」という類のこと。

だんだん夫の態度も変わってきて、嫌味

を言ったり、家の中で暴言を吐いたりす

ることが増え始めました。

　昨年初め、私が60歳になったのをき

っかけに半ば強制的に会社を辞めさせ

られ、経理は義子が担当することになり、

会社の通帳はもちろん、夫名義の通帳

もすべて義娘に取り上げられて、家のお

金は一切自由にならなくなりました。食

費を含んでいると言われていたお給料

㌧貰えなくなったわけですから、夫に

月々の食費を要求したところ、「これま

で12分に給料を渡してきたのだから貯

えがあるだろう。退職金も今後の食費

がわりに出したんだ」という答え。食事

の支度や家事に少しでも手を抜くと、

「何のために家においてやっていると思

っているんだ」と罵声が飛びます。精神

的に不安定になり、昨年後半から東京

の精神科へ通院をしていることをあげ

つらって「キチガイ」呼ばわりされるこ

とも。なるべく顔を合わさないように

して、食事の支度などをした後はすぐに

2階へ上がり、1階と2階に住み分けして、

ほぼ家庭内別居状態です。

　近くに住む姉に相談すると、「言葉の

DVではないか」と言い、かといって「自

分も息子夫婦と同居の身なので、あな
d’

Fを引き取れない」と言います。私とし

ぐは離婚して、実娘と東京で住みたいと

思っていて、カウンセリングを受けに上

京する際に、将来一緒に暮らすなら住ま

いを購入する頭金は出してあげると水

を向けるのですが、グチを聞いたり、弁

護士や病院、カウンセラーを紹介しては

くれても、一緒に住もうとは言ってくれ

ません。今後、すぐには経済的には困

りませんが、貯金を切り崩している状態

で、どうずればよいか、まるで見当がつ

かない状態です。

1

㊧三都

　Y・Mさん38歳
　（会社経営）

子どものような母に

速く大人になりました。

　速く大人にならざるを得なかった、と

いうのが正直なところです。中3のとき、

母に離婚を勧め、荷物をまとめて母の実

家に送ったのは私です。私が11、12歳

の頃から父は家に寄り付かず、帰ってき

たときには母の尋常ではない罵声と泣き

声の響く日々が続くのです。このままで

は母が壊れるという恐怖感から、父母は

別れさせるしかないと決断しました。

　父は、母に言わせると女とお金にだら

しない人ですが、娘から見ると魅力的な

人で、一緒に過ごした時無は楽しい思い

出として残っています。離婚後も連絡を

とっていましたが女性の影はなく、母は

実在しない相手に嫉妬していたのかもし

れません。大人になって父から聞いた話

では、病的なまでにヒステリックな母の

罵声を逃れて、家の近くに駐車した車内

で夜を明かすことも多かったとか。再婚

はせず、8年前に癌で亡くなったのを弟

と病院で看取りました。

　母に親としての役割を期待するのはや

めようと決心したのは17歳のときです。

不登校気味の弟が万引きでつかまったの

をきっかけに、母が「こんな子、いらん。

Mちゃん（私）が、お父さんのところに連

れてって」と離婚届と共に13歳の弟を父

のもとへ送り届けさせたのです。弟は
「捨てられた」と感じたそうで、以来、母

には二度と会おうとしません。父に判を

もらった離婚届を役所で手続きをしたの

も私で、そのときに思春期とは決別し、

母の面倒を見る覚悟を決めました。

　進学をあきらめて就職したのも、早く

お金を稼ぎたい一心から。給料はすべて

母に渡し、月2万円、ボーナス時に5万円

が手渡されるだけで、お洒落も習い事も

あきらめていた青春時代でした。ですか

ら私が24歳のとき、母が経済的に恵まれ

た相手にプロポーズされたときには、も

ろ手を挙げて大賛成。一生、母からは逃

れられないと思っていたのが、青天の霞

麗のように「母から解放される」ことに

なったんです。正直言って、自分の人生

が始まる喜びでいっぱいになりました。

　母の結婚相手とは養子縁組をしません

でしたから、義父ではなく、いわば他人

の関係です。母の再婚後は、一人暮らし

を始めてお給料も全部自分のものにな

り、ある程度の貯金もできた6年前に、

母とは物理的にも距離を置こうと会社を

辞めて上京。アパレル関係の会社に2年

勤めた後、独立してブティックを開き、

ごく小規模ですが自社ブランドも開発し

ています。会社を立ち上げる際、帰省し

て母の夫に挨拶をしたところ、資金調達

に苦労していると話しただけで、「金目当

てで久々に顔を出したのか」と言われた

ことが胸に突き刺さり、以来、こちらか

らは近寄っていません。母と暮らしてく

れているだけでよしと思っています。

　母は、ある意味かわいい女性で、いく

つになってもフェロモンが出ている感じ

がする人で、実際に付合っていたかどう

かは別として、離婚後もいつも男性が回

りにうろうろしていました。少しハーフ

っぽい自分の容姿が母とよく似ているこ

とが嫌で、いまでもわざと男性に嫌われ

るような言動をとったりしがちです。結

婚はしたいと思わず、特に子どもは絶対

に欲しくありません。母と同じような仕

打ちを我が子にしてしまったら、と思う

と怖いのです。弟も似たようなことを言

い、独身です。

　悩みは、ここ数年、母とその夫との関

係が悪くなっていることです。頻繁にグ

チる電話が入り、また伯母からも母をも

てあましてSOSが入るので、時間とお金

の節約のために深夜バスで帰省しては話

を聞いています。でも、母の話は聞くた

びに二転三転し、また伯母と私に話す内

容にも食い違いがあって、そこを少しで

も追及するとヒステリックに泣き喚くの

です。弁護士を紹介しても「Mちゃん、

聞いてきて」と私任せ。地元で精神科に

通うのは外聞が悪いからと、月に何度か

カウンセリングを受けに上京しています

が、その度に「帰りたくない」といわれ、

背筋が凍ります。伯母も「一緒に住んだ

らMちゃんが潰される」と言いますが、

親は親ですから無視して放り出すわけに

も行かず、いまは離婚しないで一日も長

く仙台で暮らしてくれることを祈るばか

りです。
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